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武道授業 実践の概要紹介 大牟田市

2

武
道
（
弓
道
）
の
実
践
に
つ
い
て

　

本
市
は
、
平
成
27
年
４
月
に
市
南
部

の
３
中
学
校
（
船
津
・
右
京
・
延
命
）

を
１
校
（
現
在
の
宅
峰
中
）
に
再
編

し
、
９
校
の
市
立
中
学
校
に
２
５
９
８

名
（
５
月
１
日
現
在
）
の
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
。

　

地
域
の
武
道
に
関
す
る
実
態
と
し
て

は
、
市
内
に
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、
少

林
寺
拳
法
、
居
合
道
等
の
各
種
武
道
の

団
体
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
地
域

の
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
に
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
立
中
学
校
の
武
道
指
導
に

つ
い
て
は
、
道
場
等
の
環
境
が
整
っ
て

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　

　

福
岡
県
の
最
南
端
に
位
置
す
る
大
牟
田
市
は
、
人
口
約
12
万
人
。
西
は
有
明
海
、
東
は

阿
蘇
の
外
輪
山
へ
と
つ
な
が
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
三
池
炭
田
を
有
し
、「
炭
の
都
」
と
し
て
、

石
炭
産
業
を
中
心
に
発
展
し
た
街
で
あ
る
。

　

昨
年
７
月
に
、市
内
の
三
池
炭
鉱
関
連
資
産
が
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

製
鉄
・

製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
学
校
教
育

の
中
に
お
い
て
も
、
世
界
遺
産
学
習
等
を
通
し
て
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
心
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
は
平
成
23
年
度
末
に
市
内
全
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
（
当
時
34
校
）
が

一
斉
に
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
加
盟
し
、
各
学
校
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
）
を
推
進
し
、
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

大
牟
田
市
に
お
け
る
武
道
指
導
充
実

の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て

大
牟
田
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課　

指
導
室

い
る
学
校
で
は
、
武
道
必
修
化
前
か
ら

男
子
体
育
の
授
業
で
年
間
計
画
に
位
置

付
け
、
柔
道
や
剣
道
、
弓
道
の
指
導
を

行
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
平
成
23

年
度
に
中
学
校
武
道
必
修
化
（
弓
道
）

に
向
け
た
地
域
連
携
指
導
実
践
校
事
業

（
文
部
科
学
省
）
を
、
平
成
24
年
度
に

中
学
校
武
道
必
修
化
（
柔
道
）
に
向
け

た
指
導
実
践
校
事
業
（
福
岡
県
教
育
委

員
会
）を
受
け
、研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
本
市
に
お
け
る
弓

道
と
柔
道
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

ら
選
択
体
育
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

1

は
じ
め
に

　

弓
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
11
年
度
か

明治日本の産業革命遺産の１つ　三池炭鉱宮原坑跡

延
命
中
学
校
に
、
平
成
23
年
度
に
弓
道

場
が
設
置
さ
れ
、
隣
接
の
右
京
中
学
校

と
と
も
に
、
弓
道
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
中
学
校
に
お
け
る
弓
道
の

学
習
指
導
は
、
全
国
的
に
も
あ
ま
り
例

が
な
く
、
さ
ら
に
体
育
担
当
教
員
の
中

に
も
、
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
大
牟
田
弓
道
連

盟
の
皆
様
方
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

○
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
武
道

（
弓
道
）
の
単
元
計
画
の
作
成
と
指

導
法
の
在
り
方

○
地
域
の
指
導
者
と
体
育
担
当
教
員
の

連
携
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
次
の
４
点
に
留
意
し
た
実

践
的
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

・
弓
道
の
特
性
及
び
弓
道
指
導
の
目
的

・
単
元
計
画
作
成
上
の
留
意
点

・
弓
道
学
習
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意

点
・
地
域
の
指
導
者
と
の
打
合
せ
の
内

容
、
方
法
及
び
指
導
上
の
役
割
分
担

3

武
道
指
導
の
実
際
（
弓
道
）

○
用
具
の
扱
い
方
や
射
法
八
節
の
基
本

的
な
動
作
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

○
弓
道
の
歴
史
や
礼
法
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑵
具
体
的
な
指
導
内
容
（
①
～
④
は
学

⑴
単
元
目
標

○
弓
を
引
く
難
し
さ
・
楽
し
さ
を
味
わ

う
と
と
も
に
、
安
全
に
十
分
留
意
し

な
が
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

○
自
己
の
課
題
を
意
識
し
な
が
ら
、
巻

藁
練
習
や
見
取
り
稽
古
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
。
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校
で
、
⑤
～
⑦
は
弓
道
場
で
実
施
）

①
弓
道
の
歴
史
に
つ
い
て
、
弓
道
の
説

明
、
事
故
防
止
に
つ
い
て　
［
１
時

間
］

②
ゴ
ム
弓
に
よ
る
射
法
八
節
の
練
習　

［
２
時
間
］

③
ゴ
ム
弓
・
弓
の
素
引
き
に
よ
る
射
法

八
節
の
練
習　
［
２
時
間
］

④
ゴ
ム
弓
・
弓
の
素
引
き
に
よ
る
射
法

八
節
の
練
習
、矢
番
え　
［
２
時
間
］

⑤
素
引
き
、
矢
番
え
、
巻
藁
練
習　
［
２

時
間
］

⑥
巻
藁
練
習
、的
前
練
習　
［
２
時
間
］

⑦
的
前
練
習
、
納
射
会　
［
２
時
間
］

⑶
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
と
課
題

ア　

成
果

①
学
習
指
導
要
領
の
内
容
に
即
し
た
単

元
計
画
の
作
成

○
よ
り
効
果
的
に
学
習
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に
、
２
単
位
時
間
続
き
で
行
っ

た
結
果
、
技
能
の
習
得
に
集
中
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

授
業
前
後
の
移
動
の
時
間
、
準
備
、

後
片
付
け
等
の
時
間
も
縮
減
で
き

た
。

○
矢
を
実
際
に
射
る
学
習
で
は
、
弓
道

場
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
単
元

後
半
に
弓
道
場
で
の
学
習
を
位
置
付

け
た
こ
と
で
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

で
き
、
生
徒
の
意
欲
を
高
め
る
上
で

も
効
果
的
で
あ
っ
た
。

②
地
域
の
指
導
者
と
体
育
担
当
教
員
の

連
携
の
在
り
方

○
事
前
に
直
接
打
合
せ
を
行
い
、
授
業

展
開
時
に
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
等
で

常
に
連
絡
を
と
り
合
っ
て
進
め
て
い

た
こ
と
で
、
学
習
指
導
を
ス
ム
ー
ズ

に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
地
域
の
指
導
者
に
よ
る
専
門
的
か
つ

熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
弓
道
の
特
性

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、「
今
後
も

機
会
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
」
な

ど
弓
道
に
好
意
を
示
す
生
徒
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
。

○
毎
時
間
、
複
数
（
３
～
４
人
）
の
地

域
の
指
導
者
に
指
導
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
生
徒
一
人
一
人
に
目
が
届

き
、
安
全
面
に
十
分
に
対
応
し
た
学

習
活
動
が
で
き
た
。

イ　

今
後
の
課
題

○
弓
道
を
複
数
年
に
わ
た
っ
て
学
習
す

る
際
の
単
元
計
画
の
立
案
が
必
要
で

あ
る
。

○
弓
道
を
指
導
す
る
期
間
に
地
域
の
指

導
者
の
方
々
の
指
導
体
制
（
指
導
者

の
人
材
確
保
）
を
確
立
す
る
た
め
に

も
、
保
健
体
育
科
の
年
間
指
導
計
画

を
立
案
す
る
段
階
で
、
実
施
時
期
や

指
導
時
数
に
つ
い
て
、
学
校
と
指
導

者
と
の
間
で
十
分
な
打
合
せ
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

○
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
教
員
に
対

す
る
具
体
的
か
つ
計
画
的
な
研
修
の

必
要
が
あ
る
。

　

柔
道
に
つ
い
て
は
、
道
場
の
環
境
が

整
っ
て
い
た
学
校
で
は
、
男
子
の
体
育

の
授
業
で
年
間
計
画
に
位
置
づ
け
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
女
子
に
対
し
て
も

平
成
21
年
度
よ
り
柔
道
の
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
中
学
校
体
育
科
教
員
の
武

道
に
対
す
る
指
導
力
向
上
、
更
に
武
道

専
門
で
は
な
い
教
員
の
指
導
力
の
育

成
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視

点
に
立
っ
た
授
業
の
具
体
化
を
図
る
た

め
に
、
次
の
３
点
に
留
意
し
た
実
践
的

研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

○
専
門
性
が
重
要
と
な
る
武
道
（
柔

道
）
の
学
習
に
お
い
て
、
教
師
の
指

導
の
み
な
ら
ず
、
ノ
ー
ト
や
資
料
を

常
時
活
用
し
た
学
習
指
導
上
の
実
施

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点

か
ら
、
生
徒
自
ら
が
思
考
や
判
断
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
投
げ
技
や
固
め

技
等
の
技
能
習
得
を
行
う
活
動
の
設

定
○
技
能
向
上
の
た
め
に
、
仲
間
と
協
力

し
な
が
ら
主
体
的
に
稽
古
に
取
り
組

む
活
動
の
設
定

4

武
道
（
柔
道
）
の
実
践
に
つ
い
て

5

武
道
指
導
の
実
際
（
柔
道
）

各
課
題
に
応
じ
た
解
決
方
法
を
、
班

員
と
と
も
に
協
力
し
て
学
習
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
固
め
技
や
立
ち
技
の
基
本
的
な
動
作

や
技
を
習
得
し
、
練
習
で
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
。

○
柔
道
の
特
性
や
伝
統
的
な
行
動
、
技

⑴
単
元
目
標

○
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を
守
り
、「
精

力
善
用
」「
自
他
共
栄
」
の
精
神
を

尊
重
し
、
安
全
に
十
分
留
意
し
な
が

ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

○
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
設
定

し
、
足
技
シ
ー
ト
な
ど
を
使
っ
て
、

視聴覚教材を使い、動画で説明 学校の多目的教室での基本習得

地域指導者の演武を見学（弓道場） 学習のまとめとして、弓道場での納射

地域指導者からの評価（弓道場） 本時もこんなに多くの矢が！（弓道場）
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能
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
理
解
し
、

安
全
マ
ッ
ト
な
ど
安
全
面
に
留
意
し

て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
具
体
的
な
指
導
内
容

①
歴
史
や
特
性
、礼
法
に
つ
い
て　
［
２

時
間
］

②
基
本
動
作
（
体
ほ
ぐ
し
・
体
裁
き
）、

受
け
身
（
後
ろ
・
横
・
前
回
り
）　
［
２

時
間
］

③
固
め
技
（
袈
裟
固
め
・
横
四
方
・
縦

四
方
）、投
げ
技
（
膝
車
・
大
外
刈
り
・

体
落
と
し
）　
［
２
時
間
］

④
約
束
練
習
（
取
り
と
受
け
・
班
に
よ

る
判
定
・
受
け
身
テ
ス
ト
、
固
め
技

の
判
定
）
及
び
か
か
り
練
習
（
１
分

間
の
攻
防
・
判
定
練
習
・
班
で
の
練

習
）　
［
４
時
間
］

⑤
試
合
（
固
め
技
・
立
ち
技
・
団
体
戦
）

　
［
２
時
間
］

⑶
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
と
課
題

ア　

成
果

○
学
習
ノ
ー
ト
を
毎
時
間
記
入
さ
せ
る

こ
と
で
、
自
己
の
高
ま
り
に
気
づ
く

と
と
も
に
、
仲
間
に
対
し
て
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

○
簡
易
ゲ
ー
ム
を
適
時
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
習
得
し
た
技
を
使
お
う
と
い

う
意
識
が
高
ま
り
、
色
々
な
技
の
習

得
に
取
り
組
む
姿
が
多
く
観
ら
れ

た
。

○
３
種
類
の
「
も
ど
き
技
」
を
取
り
入

れ
た
活
動
を
仕
組
ん
だ
こ
と
で
、
取

と
受
の
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
、
初
心
者
で
も
勢
い
よ
く
受
け
身

を
取
る
稽
古
が
で
き
た
。

○
十
分
に
受
け
身
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
得
意
技
に
絞
っ
て
稽
古

を
す
る
活
動
を
仕
組
ん
だ
こ
と
で
、

投
げ
の
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
る
生

徒
も
多
く
観
ら
れ
た
。

○
投
げ
込
み
を
行
う
場
面
で
は
、
足
技

シ
ー
ト
と
安
全
マ
ッ
ト
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
正
し
い
取
の
体
さ
ば
き
が

分
か
る
と
と
も
に
、
受
け
身
の
痛
み

に
対
す
る
恐
怖
心
が
払
拭
さ
れ
、
積

極
的
に
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

○
投
げ
技
の
指
導
で
は
、
得
意
技
を
中

心
に
稽
古
を
さ
せ
た
こ
と
で
、
積
極

的
に
技
の
習
得
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
、
約
束
稽
古
で
は
し
っ
か
り
と

し
た
取
と
受
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

○
ま
と
め
の
時
間
で
は
、
立
ち
技
の
判

定
で
勝
敗
を
競
う
簡
易
ゲ
ー
ム
を
学

級
対
抗
戦
形
式
で
実
施
し
た
こ
と

で
、
身
に
つ
け
た
技
を
使
っ
て
試
合

に
取
り
組
み
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

イ　

今
後
の
課
題

○
得
意
技
を
中
心
と
し
て
稽
古
を
行
っ

た
の
で
、
他
の
投
げ
技
が
未
学
習
に

な
っ
て
し
ま
い
、
相
手
と
組
ん
で
攻

防
を
楽
し
む
稽
古
ま
で
進
め
ず
、
防

御
方
法
も
十
分
な
指
導
が
で
き
な
か

っ
た
。

○
投
げ
技
の
習
得
を
さ
せ
る
と
き
は
、

１
時
限
の
授
業
時
間
で
行
う
と
、
慣

れ
て
き
た
頃
に
終
わ
る
の
で
、
単
元

の
終
盤
に
は
２
時
間
続
き
の
授
業
を

計
画
的
に
取
り
入
れ
た
方
が
、
よ
り

稽
古
や
試
合
が
効
果
的
に
実
施
で
き

る
と
考
え
る
。

6

お
わ
り
に

れ
た
授
業
が
大
切
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

指
導
す
る
教
員
と
生
徒
が
安
全
面
に
つ

い
て
考
え
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
授
業
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
の
中
学
校
で
も

充
実
し
た
武
道
指
導
が
で
き
る
と
考
え

る
。
本
稿
が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

　

武
道
の
授
業
を
行
う
際
に
、
指
導
者

が
専
門
的
な
技
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
く
て
も
、
外
部
指
導
者
の
積
極
的
な

活
用
と
連
携
に
よ
り
、
充
実
し
た
授
業

に
な
る
。ま
た
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
駆
使

し
、
互
い
に
協
力
す
る
な
ど
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入

学習ノートに記入する生徒の様子 黙想をしている生徒の様子

安全マットに投げこむ様子 もどき技で稽古する取と受の様子

足技シートを利用し、投げる様子 足技シートを作成する様子

「一本」ミニゲームを競い合う様子 簡易ゲーム「固め技」の様子


